
高速道路等を利用する場合の通勤手当算出資料
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認可の可否

利用しない場合の通勤距離

（１）利用しない場合の通勤時'111

（２）利用しない場合のiii動距離
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アＪＲ鹿児島線･長崎本線･ﾛ豊本線･篠栗線･筑肥線･西鉄天神大牟田線`太宰府線…1／１
イア以外の鉄iih及び軌道(地下鉄､西鉄宮地岳線､筑斑電鉄､モノレール等)…４／３
ウア､イ以外の交通機関及び交通用具…2／１

(4)短縮効果３０分く

（imlilI距離60kｍ以上及び(4)．(1)、(2)、(3)及び(4)）を油たすため､認定可

区、
Ｆ－－－－＝＝ 

区分

k、 分

k、 分

k、 分

k、 分

鳶＋
k、 分

高速道路を利用し左ぃ場合 』zZbm怯IIFgIII体，-－

ﾘェ」￣111｣､｣NIい、巳司二〃３Ｄ千t父よピセl込冗〃ⅡにFU入すること｡

２区分lMは､高速､有料､Ａ､Ｂ､Ｃの別を記入すること。
（i闘速60／80,i有料60／60,Ａ６０／10,Ｂ６０／20､Ｃ６０／37）

３距離棚は､小数点第１位まで記入すること。（第２位匹|捨五入）
４通勤時間欄は､距離に所定の率を乗じて算出すること｡(小数点第３位四捨五入）

利用区Rｎ 交ijVi機関 距離 換猟噸 換猟‘笈距離
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